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高
五
十
七
回
の
児
玉
直
で

す
。
本
日
は
川
越
初
雁
会
の
総

会
記
念
講
演
と
い
う
こ
と
で

お
招
き
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
パ
ラ
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
て
ま
だ
七

年
あ
ま
り
で
す
が
、
思
い
も
か

け
ず
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
日
は
、
こ
れ
に
至

る
経
緯
を
、
な
ぜ
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
を
お
話
し
た
い
思
い
ま
す
。

　
競
技
に
つ
い
て

　

ま
ず
パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

と
は
ど
の
よ
う
な
競
技
な
の
か

を
ご
説
明
し
ま
す
。
ソ
リ
の
よ

う
な
も
の
に
乗
っ
て
ホ
ッ
ケ
ー

を
し
ま
す
。
Ｇ
Ｋ
を
含
め
六
対

六
で
勝
負
し
ま
す
が
、
Ｇ
Ｋ
を

除
く
五
人
は
Ｄ
Ｆ
が
二
人
、
Ｆ

Ｗ
が
三
人
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
選
手
交
代
は
ち
ょ
っ
と
特

殊
で
、
試
合
が
止
ま
っ
た
時
以

外
で
も
プ
レ
イ
中
に
い
つ
で
も

交
代
で
き
る
と
い
う
特
色
が

あ
り
ま
す
。
か
な
り
激
し
い
ス

ポ
ー
ツ
で
、
全
力
疾
走
す
る
と

す
ぐ
に
消
耗
す
る
の
で
、 

一
、

二
分
く
ら
い
で
ど
ん
ど
ん
交
代

し
ま
す
。
競
技
時
間
は
各
ピ
リ

オ
ド
十
五
分
、
ピ
リ
オ
ド
間
に

十
五
分
休
憩
、
計
三
ピ
リ
オ
ド

で
多
く
の
得
点
を
取
っ
た
方
が

勝
ち
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
日
本
の
成
績

　

私
が
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
の
日
本
の
成
績
は
と
い
う

と
、二
〇
一
〇
年
バ
ン
ク
ー
バ
ー

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
銀
メ
ダ
ル

獲
得
、
二
〇
一
二
年
世
界
選
手

権
は
Ａ
プ
ー
ル
七
位
、二
〇
一
三

年
の
世
界
選
手
権
は
Ｂ
プ
ー

ル
二
位
、
二
〇
一
五
年
の
世
界

選
手
権
は
Ａ
プ
ー
ル
で
八
位

と
最
下
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
の
世
界
選
手
権
は

Ｂ
プ
ー
ル
で
二
位
。
こ
の
結
果
、

翌
二
〇
一
七
年
の
平
昌
最
終
予

選
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
最
終
予
選
で
二
位
と
な
っ

て
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

出
場
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
競
技
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

私
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
る

前
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
小
、中
学
校
を
通
じ
て
バ
ス

川越初雁会第八回総会開催される

初
心
者
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
道
の
り

 

講
師
　
児
玉
　

直
氏
（
高
五
十
七
回
）　
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表

中
学
三
年
の
時
に
骨
肉
腫
を
患
い
、
片
足
切
断
。
二
〇
一
〇
年
か
ら
川
越
市
役
所
に
勤
務
。

翌
年
か
ら
パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
、
昨
年
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。

　

平
成
三
〇
年
九
月
一
日
、
く
す

の
き
祭
と
同
日
、
川
越
氷
川
会
館

で
、
第
八
回
川
越
初
雁
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岩
堀
会
長
挨

拶
の
後
、
長
坂
議
長
の
進
行
で
、

平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
報
告
、

並
び
に
決
算
の
承
認
、
平
成
三
〇

年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
き
続
き
、
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
要
約
は
以
下
に
記
載

し
ま
す
。

 

総
会
当
日
の
会
場
風
景

講
演
中
の
児
玉
氏
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ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。
腕
に
は
多
少
の
自
信
が

あ
り
ま
し
た
。
中
学
三
年
の
五

月
ご
ろ
、
足
に
違
和
感
を
感
じ
、

接
骨
院
に
八
月
ご
ろ
ま
で
通
い

ま
し
た
が
一
向
に
良
く
な
ら
な

い
。
整
形
外
科
に
行
っ
て
レ
ン

ト
ゲ
ン
を
撮
っ
た
ら
、
骨
に
白

い
陰
の
よ
う
な
も
の
が
写
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
総
合
病

院
に
行
き
精
密
検
査
を
受
け
た

ら
、
癌
の
専
門
病
院
に
行
け
と

の
こ
と
で
癌
研
に
行
っ
た
ら
、

即
入
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
私
の
中
学
校
生

活
は
中
三
の
夏
に
終
わ
り
と
な

り
ま
し
た
。
卒
業
式
も
出
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
八
ヶ
月
く
ら

い
抗
癌
剤
治
療
を
し
た
後
、
癌

に
冒
さ
れ
て
い
る
部
分
を
切
除

す
る
手
術
を
受
け
、
人
工
関
節

を
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
状
態
で
、
川
越
高
校
に

入
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
は
無
理
と
理
解

し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
や
り
ま
し
た
。
大
学

に
入
学
後
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
試
み
ま
し
た
が
、
い
か
ん

せ
ん
情
報
が
な
く
、
そ
の
ま
ま

時
が
流
れ
就
活
に
失
敗
、一
年

間
の
フ
リ
ー
タ
ー
（
塾
講
師
）を

や
っ
て
い
ま
し
た
。一
年
後
に
川

越
市
役
所
に
入
庁
し
ま
し
た
。

　

回
り
道
を
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
後
々
自
分
に
と
っ
て
最
大

の
幸
運
を
呼
び
込
ん
だ
と
は
そ

の
時
は
知
る
よ
し
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

と
い
う
の
は
、
こ
の
年

二
〇
一
〇
年
は
、バ
ン
ク
ー
バ
ー

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
た

年
で
、ホ
ッ
ケ
ー
が
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
、（
そ
れ
も
地
元
の
ホ
ッ

ケ
ー
大
国
カ
ナ
ダ
に
勝
っ
て
）大

騒
ぎ
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
な
ん
と
そ
の
時
の

日
本
代
表
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
て
い
た
遠
藤
隆
行
さ
ん
と
い

う
方
が
、
川
越
市
役
所
に
勤
め

て
い
た
の
で
す
。
是
非
お
話
し

て
み
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
機

会
も
な
く
一
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ

あ
る
人
を
通
じ
て
ホ
ッ
ケ
ー
の

誘
い
を
受
け
、
始
め
る
こ
と
と

な
っ
た
次
第
で
す
。

　

最
初
に
驚
か
さ
れ
た
こ
と

は
、
練
習
は
週
末
土
曜
日
に
行

わ
れ
る
の
で
す
が
、
練
習
開
始

が
午
前
三
時
か
ら
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
日
本
は
リ
ン
ク
の
数

が
限
ら
れ
て
い
て
、
良
い
時
間

帯
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
に
優
先
的
に

割
り
振
ら
れ
、
障
害
者
は
後
回

し
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

最
初
の
練
習
の
翌
日
は
猛
烈

な
筋
肉
痛
が
全
身
を
襲
い
、
全

く
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
足
首
の
関
節
を
逆
に

　

こ
の
競
技
は
氷
上
の
格
闘
技

と
言
わ
れ
、
ボ
デ
ィ
コ
ン
タ
ク

ト
が
激
し
い
。
自
分
の
右
膝
の

人
工
関
節
に
体
当
た
り
を
食
ら

う
と
も
う
耐
え
ら
れ
な
い
。
そ

こ
で
あ
る
決
断
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
膝
の
人
工
関
節
を
取
り

除
き
、
足
首
の
関
節
を
逆
に
つ

け
る
と
い
う
手
術
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
関
節
の
可
動

域
を
大
き
く
で
き
る
。
こ
れ
で

ホ
ッ
ケ
ー
で
の
弱
点
を
解
消
し
、

世
界
へ
向
け
て
の
体
制
が
整
い

ま
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
に
手
術
。
そ
の

翌
年
の
世
界
選
手
権
は
Ｂ
プ
ー

ル
二
位
、
翌
々
年
の
ソ
チ
最
終

予
選
で
は
五
位
で
、
ソ
チ
大
会

に
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
の
平
昌
に
は
出
場
で
き
る
の

か
、
大
変
に
不
安
に
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
私
の
運
命
を
変
え

て
く
れ
た
も
う
一
人
の
方
に
出

会
い
ま
す
。

　

上
原
大
祐
さ
ん
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
銀
メ
ダ
ル
チ
ー
ム
の
エ
ー

ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
す
。
彼
は
私

に
、
個
人
プ
レ
イ
、
技
術
を
全

て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
昌
最
終
予
選
前
に
は
、

自
分
で
も
実
力
が
上
が
っ
て
い

る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
代
表

に
は
選
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
い

わ
ゆ
る
主
力
組
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
予
選
本
番
初
戦
の

二
日
前
に
急
遽
主
要
メ
ン
バ
ー

入
り
し
、
急
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
初
戦
は
強

豪
の
ド
イ
ツ
と
の
一
戦
で
し
た

が
、
な
ん
と
公
式
戦
初
ゴ
ー
ル

を
決
め
、
勝
利
し
ま
し
た
。
氷

上
で
上
原
さ
ん
と
抱
き
合
い
ま

し
た
。
第
二
試
合
の
、こ
れ
ま
た

強
豪
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
に
も

勝
ち
、
三
戦
目
の
ス
ロ
バ
キ
ア

に
も
勝
利
、
こ
れ
で
平
昌
出
場

確
定
と
な
り
ま
し
た
。
年
が
明

け
た
二
〇
一
八
年
一
月
、正
式
に

平
昌
大
会
の
代
表
メ
ン
バ
ー
に

選
出
さ
れ
、
川
高
で
、
市
役
所

で
と
壮
行
会
を
開
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

平
昌
へ
の
道
の
り
は
以
上
の

と
お
り
で
す
。
た
ま
た
ま
就
活

に
失
敗
し
て
入
っ
た
市
役
所
で
、

出
会
い
が
あ
り
、
私
を
こ
こ
ま

で
導
い
て
く
れ
ま
し
た
、
人
生

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
も

の
で
す
。

岩堀会長の謝辞

あ
る
山
岳
部
員
の
想
い
出 金

子 

勇
二
（
高
三
回
）

第
三
回

前
回
に
続
い
て
、
金
子
先
輩
の
お
話
を
掲
載
し
ま
す

山
岳
部
創
部
の
頃

　

創
部
の
頃
の
思
い
出

　

雲
取
山
の
山
小
屋
、
初
め
て

の
飯
盒
で
の
炊
事
、
大
木
丸
ご

と
燃
や
す
鉄
板
囲
い
の
か
ま
ど

の
火
、
何
も
か
も
驚
き
と
興
奮

で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
難
し
い

顔
を
し
た
背
の
高
い
小
屋
番
の

人
が
い
て
、
火
ま
わ
り
が
均
等

に
な
る
よ
う
に
世
話
し
て
く
れ

た
。
そ
の
小
屋
の
管
理
人
は
大

量
の
飯
盒
の
炊
き
具
合
を
見
て

い
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

人
こ
そ
私
が
ず
っ
と
尊
敬
を
し
、

指
導
を
仰
い
だ「
鎌
仙
人
」
こ

と
富
田
鎌
次
郞
氏
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
雲
取
山
登
山
は
、
学
校

に
あ
っ
て
は
山
岳
部
活
動

で
あ
り
、
参
加
者
も
多
く
、

ま
た
私
達
学
年
の
二
十

名
中
に
、
山
岳
部
主
将
と

な
っ
た
糟
谷
君
、
副
主
将

と
な
っ
た
柳
下
君
、
部
報

係
と
な
っ
た
宮
崎
君（
初

め
の
頃
の
ガ
リ
版
、
部
報
係
）

金
子（
小
生
）
部
報
・
バ
ッ
ジ

係
な
ど
が
い
た
。
こ
れ
か
ら
三

年
の
間
に
、
継
続
的
な
顧
問
付

登
山
が
始
ま
っ
た
。
佐
藤
先
生

は
二
年
間
、
続
い
て
鈴
木
睦
男

先
生
の
一
年
間
、
二
十
三
年（｢

昭
和｣

以
下
同
じ
）
よ
り
木
村

先
生
、
新
制
中
学
よ
り
新
一
年

生
を
迎
え
て
、
顧
問
を
中
心
と

し
て
誰
し
も
注
目
す
る
山
岳
部

が
で
き
あ
が
っ
た
。

　

奥
秩
父
、
そ
の
後
山
岳
部
の

活
動
は
し
ば
ら
く
の
間
、
奥
秩

父
に
関
わ
る
山
行
が
多
い
。
徳

さ
ん
の「
奥
秩
父
連
峰
南
ア
ル

プ
ス
の
山
々
の
奥
深
さ
、
厳
し

さ
、
静
か
さ
」
に
つ
な
が
る
山

へ
の
思
い
が
底
に
続
い
て
い
た

よ
う
に
思
う
。
山
の
良
さ
を
理

解
す
る
山
岳
部
の
姿
で
あ
る
。

　

山
岳
部
の
活
動
の
初
め
は
雲

取
山
と
信
じ
て
い
た
が
、
記
念

誌
に
初
め
て
学
校
行
事（
教
師

付
）
登
山
に
つ
い
て
、
滝
沢
先

輩
が
二
十
一
年
春
に
は
中
津
川

渓
谷
を
目
指
し
た
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
私
は
二
十
一
年
度

は
、
夏
の
雲
取
、
秋
の
武
甲
山

以
外
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

記
念
誌
を
見
て
記
憶
の
不
確
か

さ
を
恥
じ
入
り
乍
ら
も
、
雲
取

登
山
の
気
持
ち
を
覆
し
た
く
な

い
。

　

山
行
の
形
と
し
て

　

二
十
二
年
か
ら
二
十
三
年
頃

の
山
行
の
多
く
は
、
部
員
プ
ラ

ス
山
好
き
の
有
志
の
任
意
参
加

の
形
で
メ
ン
バ
ー
が
構
成
さ
れ

て
い
た
。
二
十
三
年
か
ら
新
制

一
年
生
が
入
部
し
て
雰
囲
気
が

変
わ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
時
の

一
年
部
員
で
目
覚
ま
し
か
っ
た

の
は
、
八
木
君
、
中
根
君
、
島
崎

君
等
に
記
憶
が
残
る
が
、
中
学

生
く
さ
く
て
も
頼
も
し
き
新
人

達
で
あ
っ
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

顧
問

佐
藤
徳
四
郎（
国
語
）

二
十
一
年
か
ら
二
十
二
年

鈴
木
睦
男（
国
語
）

二
十
二
年
か
ら
二
十
三
年

木
村
信
寿（
化
学
）

二
十
三
年
か
ら
二
十
五
年

　

以
上
の
先
生
方
の
他
、
雲
取

山
で
掛
原（
数
学
）、
松
本（
体

育
）
と
関
根（
事
務
長
）、
奥
日

光
で
秋
庭（
定
時
制
）
等
の
各

先
生
方
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

記
念
誌
の
各
年
度
を
通
し

て
所
属
し
て
い
た
筈
の
部
員
名

が
、
惜
し
く
も
バ
ラ
バ
ラ
で
関

連
性
が
無
い
よ
う
に
見
え
る
。

私
の
同
期
に
は
五
年
間
通
し
て

部
員
で
あ
っ
た
糟
谷
君
、
柳
下

君
、
宮
崎
君
が
い
た
。（
い
ず
れ

も
故
人
）

　

エ
ピ
ソ
ー
ド　
一

　
　

山
岳
部
へ
の
認
識

　

二
十
三
年
末
、
生
徒
会
本
部

代
表
者
会
議
の
時
の
こ
と
。
各

部
へ
の
予
算
配
分
原
案
作
り

の
席
上
で
、
少
額
の
金
の
奪
い

合
い
の
時
、
運
動
部
中
一
番
少

な
い
山
岳
部（
多
分
五
千
円
か

六
千
円
）に
対
し
、｢

山
岳
部
は

金
持
ち
が
山
歩
き
す
る
。
頂
上

に
着
い
た
ら
万
歳
ぐ
ら
い
し
て

帰
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
ら
予

算
は
文
化
部
並
み
で
良
い
。｣

と
、
某
運
動
部
の
代
表
か
ら
暴

言
を
受
け
た
。

　

こ
の
時
、
偶
然
傍
聴
し
て
い

た
柳
下
君（
私
も
い
た
）が「
君

達
は
、
天
皇
陛
下
も
挨
拶
す
る

国
体
の
種
目
に
山
岳
部
門
が
あ

る
の
を
知
ら
な
い
の
か
！｣

と

怒
鳴
り
山
岳
部
の
六
千
円
の
原

案
で
通
し
た
。
そ
の
と
き
口
惜

し
か
っ
た
の
は
、
他
の
代
表
メ

ン
バ
ー
誰
も
何
も
言
わ
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

　

エ
ピ
ソ
ー
ド　
二

　
　

山
岳
部
報
の
誕
生

　

二
十
三
年
頃
、
部
の
活
動
が

定
例
定
期
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
。
部
員
宮
崎
君
は
家
か
ら
父

親
払
い
下
げ
の
ガ
リ
版
に
山
行

記
録
を
勝
手
に
刻
み
、
階
段
下

学生時代の金子氏
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あ
る
山
岳
部
員
の
想
い
出

第
三
回

前
回
に
続
い
て
、
金
子
先
輩
の
お
話
を
掲
載
し
ま
す

山
岳
部
創
部
の
頃

　

創
部
の
頃
の
思
い
出

　

雲
取
山
の
山
小
屋
、
初
め
て

の
飯
盒
で
の
炊
事
、
大
木
丸
ご

と
燃
や
す
鉄
板
囲
い
の
か
ま
ど

の
火
、
何
も
か
も
驚
き
と
興
奮

で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
難
し
い

顔
を
し
た
背
の
高
い
小
屋
番
の

人
が
い
て
、
火
ま
わ
り
が
均
等

に
な
る
よ
う
に
世
話
し
て
く
れ

た
。
そ
の
小
屋
の
管
理
人
は
大

量
の
飯
盒
の
炊
き
具
合
を
見
て

い
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

人
こ
そ
私
が
ず
っ
と
尊
敬
を
し
、

指
導
を
仰
い
だ「
鎌
仙
人
」
こ

と
富
田
鎌
次
郞
氏
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
雲
取
山
登
山
は
、
学
校

に
あ
っ
て
は
山
岳
部
活
動

で
あ
り
、
参
加
者
も
多
く
、

ま
た
私
達
学
年
の
二
十

名
中
に
、
山
岳
部
主
将
と

な
っ
た
糟
谷
君
、
副
主
将

と
な
っ
た
柳
下
君
、
部
報

係
と
な
っ
た
宮
崎
君（
初

め
の
頃
の
ガ
リ
版
、
部
報
係
）

金
子（
小
生
）
部
報
・
バ
ッ
ジ

係
な
ど
が
い
た
。
こ
れ
か
ら
三

年
の
間
に
、
継
続
的
な
顧
問
付

登
山
が
始
ま
っ
た
。
佐
藤
先
生

は
二
年
間
、
続
い
て
鈴
木
睦
男

先
生
の
一
年
間
、
二
十
三
年（｢

昭
和｣

以
下
同
じ
）
よ
り
木
村

先
生
、
新
制
中
学
よ
り
新
一
年

生
を
迎
え
て
、
顧
問
を
中
心
と

し
て
誰
し
も
注
目
す
る
山
岳
部

が
で
き
あ
が
っ
た
。

　

奥
秩
父
、
そ
の
後
山
岳
部
の

活
動
は
し
ば
ら
く
の
間
、
奥
秩

父
に
関
わ
る
山
行
が
多
い
。
徳

さ
ん
の「
奥
秩
父
連
峰
南
ア
ル

プ
ス
の
山
々
の
奥
深
さ
、
厳
し

さ
、
静
か
さ
」
に
つ
な
が
る
山

へ
の
思
い
が
底
に
続
い
て
い
た

よ
う
に
思
う
。
山
の
良
さ
を
理

解
す
る
山
岳
部
の
姿
で
あ
る
。

　

山
岳
部
の
活
動
の
初
め
は
雲

取
山
と
信
じ
て
い
た
が
、
記
念

誌
に
初
め
て
学
校
行
事（
教
師

付
）
登
山
に
つ
い
て
、
滝
沢
先

輩
が
二
十
一
年
春
に
は
中
津
川

渓
谷
を
目
指
し
た
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
私
は
二
十
一
年
度

は
、
夏
の
雲
取
、
秋
の
武
甲
山

以
外
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

記
念
誌
を
見
て
記
憶
の
不
確
か

さ
を
恥
じ
入
り
乍
ら
も
、
雲
取

登
山
の
気
持
ち
を
覆
し
た
く
な

い
。

　

山
行
の
形
と
し
て

　

二
十
二
年
か
ら
二
十
三
年
頃

の
山
行
の
多
く
は
、
部
員
プ
ラ

ス
山
好
き
の
有
志
の
任
意
参
加

の
形
で
メ
ン
バ
ー
が
構
成
さ
れ

て
い
た
。
二
十
三
年
か
ら
新
制

一
年
生
が
入
部
し
て
雰
囲
気
が

変
わ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
時
の

一
年
部
員
で
目
覚
ま
し
か
っ
た

の
は
、
八
木
君
、
中
根
君
、
島
崎

君
等
に
記
憶
が
残
る
が
、
中
学

生
く
さ
く
て
も
頼
も
し
き
新
人

達
で
あ
っ
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

顧
問

佐
藤
徳
四
郎（
国
語
）

二
十
一
年
か
ら
二
十
二
年

鈴
木
睦
男（
国
語
）

二
十
二
年
か
ら
二
十
三
年

木
村
信
寿（
化
学
）

二
十
三
年
か
ら
二
十
五
年

　

以
上
の
先
生
方
の
他
、
雲
取

山
で
掛
原（
数
学
）、
松
本（
体

育
）
と
関
根（
事
務
長
）、
奥
日

光
で
秋
庭（
定
時
制
）
等
の
各

先
生
方
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

記
念
誌
の
各
年
度
を
通
し

て
所
属
し
て
い
た
筈
の
部
員
名

が
、
惜
し
く
も
バ
ラ
バ
ラ
で
関

連
性
が
無
い
よ
う
に
見
え
る
。

私
の
同
期
に
は
五
年
間
通
し
て

部
員
で
あ
っ
た
糟
谷
君
、
柳
下

君
、
宮
崎
君
が
い
た
。（
い
ず
れ

も
故
人
）

　

エ
ピ
ソ
ー
ド　
一

　
　

山
岳
部
へ
の
認
識

　

二
十
三
年
末
、
生
徒
会
本
部

代
表
者
会
議
の
時
の
こ
と
。
各

部
へ
の
予
算
配
分
原
案
作
り

の
席
上
で
、
少
額
の
金
の
奪
い

合
い
の
時
、
運
動
部
中
一
番
少

な
い
山
岳
部（
多
分
五
千
円
か

六
千
円
）に
対
し
、｢

山
岳
部
は

金
持
ち
が
山
歩
き
す
る
。
頂
上

に
着
い
た
ら
万
歳
ぐ
ら
い
し
て

帰
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
ら
予

算
は
文
化
部
並
み
で
良
い
。｣

と
、
某
運
動
部
の
代
表
か
ら
暴

言
を
受
け
た
。

　

こ
の
時
、
偶
然
傍
聴
し
て
い

た
柳
下
君（
私
も
い
た
）が「
君

達
は
、
天
皇
陛
下
も
挨
拶
す
る

国
体
の
種
目
に
山
岳
部
門
が
あ

る
の
を
知
ら
な
い
の
か
！｣

と

怒
鳴
り
山
岳
部
の
六
千
円
の
原

案
で
通
し
た
。
そ
の
と
き
口
惜

し
か
っ
た
の
は
、
他
の
代
表
メ

ン
バ
ー
誰
も
何
も
言
わ
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

　

エ
ピ
ソ
ー
ド　
二

　
　

山
岳
部
報
の
誕
生

　

二
十
三
年
頃
、
部
の
活
動
が

定
例
定
期
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
。
部
員
宮
崎
君
は
家
か
ら
父

親
払
い
下
げ
の
ガ
リ
版
に
山
行

記
録
を
勝
手
に
刻
み
、
階
段
下

学生時代の金子氏
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島
崎
藤
村
と
川
越
、
こ
の
繋

が
り
は
皆
様
周
知
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
尾

崎
勝
美
氏（
高
十
一
回
）が﹁
武

蔵
野
ペ
ン
﹂に
二
十
回
以
上
に
わ

た
り
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
川

越
市
立
中
央
図
書
館
の
二
階
の

郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
揃
っ
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
一
読
を
。

　

藤
村
と
静
子
夫
人
が
加
藤

家
を
訪
れ
た
の
は
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）の
こ
と
。
当
時
、
加

藤
家
が
建
っ
て
い
た
の
は
、
現

在
の
新
富
町
一
丁
目（
旧
黒
門

町
）、
八
幡
通
り
沿
い
に
建
つ
川

越
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ズ
の
一
角
で

し
た
。
玄
関
脇
の
植
え
込
み
の

中
に
あ
る
石
柱
に﹁
島
崎
藤
村　

ゆ
か
り
の
地
﹂
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
買
い
物
や
散
策

の
つ
い
で
に
で
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

加
藤
医
院
の
建

物
は
、
こ
の
辺
り
の

地
主
さ
ん
の
隠
居
家

と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
離
れ
座
敷
に
始
ま

り
、
そ
の
後
、
二
回

ほ
ど
大
き
く
増
築
し

て
図
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
初
部
分
は
、
大

正
時
代
の
初
め
頃
建
て
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
図
の
中
央
部
に
あ

る
床
の
間
を
備
え
た
十
畳
間
の

ほ
か
、一・
二
間
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災

で
被
災
し
た
加
藤
家
が
、
郷
里

の
川
越
を
頼
り
、
移
り
住
ん
だ

の
が
こ
の
離
れ
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
医
院
を
開
業
す
る

た
め
、
大
増
築
を
し
ま
す
。
右

下
の
諸
室
で
す
。
外
観
は
、ピ
ン

ク
系
の
ペ
ン
キ
で
塗
ら
れ
た
洋

風
の
下
見
板
張
り
、
和
瓦
を
の

せ
た
か
わ
い
ら
し
い
建
物
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
の

部
分
は
左
右
対
称
。
中
央
に
玄

関
を
配
し
、
右
側
が
診
療
関
係

諸
室
。
左
側
が
待
ち
合
い
で
す
。

玄
関
を
入
っ
て
正
面
に
は
薬
局

が
あ
り
、
そ
こ
で
受

付
や
会
計
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
も
昔
も
、
町
の

お
医
者
さ
ん
で
は
玄

関
の
溜
ま
り
の
正
面

に
受
付
が
あ
り
ま
す

よ
ね
、
今
日
、
医
薬

分
業
が
制
度
化
さ

れ
薬
局
は
必
要
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
子
供
の
頃
、
医
者
に
行

く
と
受
付
の
小
窓
か
ら
覗
く
奥

に
は
、
な
に
や
ら
よ
く
わ
か
ら

な
い
小
瓶
が
大
量
に
並
ん
で
お

り
、興
味
津
々
で
し
た
。

　

北
側
に
は
、
先
生
な
ど
が
使

う
廊
下
が
回
っ
て
い
ま
す
。
廊

下
の
突
き
当
た
り
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
用
便
所
も
。

　

こ
れ
ら
と
軸
を
ず
ら
し
て
建

て
ら
れ
て
い
る
の
が
、
藤
村
が

義
母
の
み
き
に
送
っ
た
茶
室
で

す
。
な
ぜ
ず
れ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
奥
の
家
に
行
く
通
路
が

斜
め
に
横
切
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。

　

静
子
夫
人
の
姪
ご
さ
ん
か
ら

尾
崎
氏
が
聞
き
取
り
を
し
た
結

果
、
茶
室
の
増
築
は
昭
和
四
年

と
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
ま
す
。

　

茶
室
棟
は
二
間
か
ら
な
り
ま

す
。
炉
が
切
ら
れ
、
床
の
間
、
天

袋
と
違
い
棚
を
設
け
た
床
脇
か

ら
な
る
四
畳
半
と
、
控
え
の
間

の
六
畳
で
す
。
こ
の
二
部
屋
を

廊
下
が
Ｌ
字
に
囲
み
ま
す
。

　

こ
の
建
物
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
に
伴
い
解
体
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、加
藤

家
の
墓
所
が
あ
る
中
院
で
引
き

取
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
四
年

に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、

茶
室
と
し
て
の
使
い
勝
手
を
考

慮
し
て
間
取
り
の
一
部
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
、川
越
市

都
市
景
観
条
例
に
よ
る
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
不
染
亭
の
名
は
み
き

の
茶
人
と
し
て
の
雅
号
に
あ
や

か
り
、
藤
村
が
名
付
け
た
そ
う

で
す
。

　

調
査
は
解
体
直
前
の
緊
急
調

査
だ
っ
た
た
め
、
間
取
り
を
取

る
の
み
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

※
武
蔵
野
ペ
ン
第
七
一
号
を

参
考
に
し
ま
し
た
。

（
高
二
十
七
回
）

　
荒
牧
　
澄
多

川
越
散
策
日
記

雁
の
記

不
染
亭
（
ふ
せ
ん
て
い
）

の
教
師
用
印
刷
機
を
使
っ
て

「
山
岳
部
報
」を
発
行
し
た
。

　

わ
ら
半
紙
二
枚
ほ
ど
山
行
内

容
や
ら
、
山
で
感
動
し
た
事
や
、

下
級
部
員
へ
の
注
意
な
ど
は
、

皆
か
ら
感
謝
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
先
生
方
も
暖
か
く
黙
認
し
、

ガ
リ
版
紙
わ
ら
半
紙
の
使
用
を

援
助
し
て
く
れ
た
。
生
真
面
目

な
頑
張
り
が
、や
が
て
部
報「
秩

父
嶺
」と
発
展
し
、
山
岳
部
バ
ッ

ジ
誕
生
へ
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

　

エ
ピ
ソ
ー
ド　
三　

　
　

山
岳
部
バ
ッ
ジ
の
誕
生

　

家
庭
の
経
済
状
況
で
部
の
登

山
に
参
加
で
き
な
い
私
の
都
合

の
良
い
と
き
登
山（
す
な
わ
ち

単
独
行
）で
二
十
三
年
の
秋
三
ッ

峠
へ
登
っ
た
と
き
、
峠
山
頂
南

面
の
扇
岩
で
は
、
若
者
の
大
声

と
ハ
ー
ケ
ン
を
打
つ
金
属
音
に

出
逢
っ
た
。
八
王
子
高
校
山
岳

部
の
十
人
程
度
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
っ
た
。（
指
導
者
は
東
京
徒
歩

渓
流
会
の
人
）

　

そ
こ
で
、
一
人
で
山
に
来
る

の
を
責
め
ら
れ
た
も
の
の
、
明

る
い
ク
ラ
イ
マ
ー
の
卵
達
と
弁

当
を
食
べ
乍
ら
話
し
合
い
、
次

に
友
達
を
連
れ
て
再
会
す
る
約

束
を
し
て
分
か
れ
た
。
私
の
新

し
い
登
山
へ
の
目
も
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
ヶ
月
後
、
柳
下
君
と
共
に

三
ッ
峠
扇
岩
で
彼
ら
と
再
会
し
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
驚
い
た
後
、

バ
ッ
ジ
の
話
に
な
っ
た
。
驚
く

べ
き
事
に
連
中
の
胸
に
は
、
英

国
山
岳
会
と
同
じ
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
で
、
丸
形
銀
色
に
Ｈ
Ａ
Ｃ

と
浮
き
彫
り
に
し
た
バ
ッ
ジ
が

光
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
帰
り

の
富
士
吉
田
線
の
車
中
、
二
人

は
バ
ッ
ジ
の
事
、
デ
ザ
イ
ン
の

こ
と
で
夢
中
で
あ
っ
た
。

　

学
校
に
戻
り
、
二
人
の
原
案

を
糟
谷
君
、
宮
崎
君
等
に
見
せ
、

美
術
の
白
井
先
生
に
相
談
し
た
。

（
新
制
高
校
章
は
白
井
先
生
の
案

が
全
校
生
徒
の
賛
意
に
よ
り
決

ま
っ
た
も
の
。）

　

先
生
は
形
と
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
褒
め
て
く
れ
、
一
部
分
修

正
の
上
、
さ
ら
に
生
地
の
色
は
、

色
の
表
よ
り
選
ん
で
濃
紺
を

使
っ
て
原
案
の
形
に
塗
っ
て
見

せ「
こ
ん
な
実
物
な
ら
素
敵
だ

と
思
う
よ
。」と
助
言
し
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

今
、
記
念
誌
の
口
絵
写
真
の

中
に
部
報
ワ
ン
ダ
ラ
ー
の
写

真
が
載
っ
て
い
る
が
、
表
紙
部

分
に
あ
る
バ
ッ
ジ
と
思
わ
れ
る

図
が
あ
る
。
バ
ッ
ジ
を
実
際
日

常
襟
に
付
け
た
物
だ
と
し
た

ら
い
つ
変
わ
っ
た
形
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
バ
ッ
ジ

は
、
部
員
が
詰
め
襟
服
を
着
て

い
た
頃
、
二
学
年
下
の
八
木
君

（
二
十
六
年
山
岳
部
主
将
）等
の

下
級
生
部
員
も
得
意
気
に
左
襟

に
付
け
て
い
た
の
を
今
で
も
思

い
出
す
。

　

部
報「
秩
父
嶺
」も
、
部
活
動

で
活
躍
す
る
時
代
を
反
映
す
る

中
で
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
若
者
は
真
剣
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
自
分
達
の
活

動
に
も
変
化
を
求
め
、
表
現
に

も
変
化
が
現
れ
る
。
し
か
し
、

大
袈
裟
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
時
々
に
生
き
た
も
の
が
歴
史

と
し
て
残
さ
れ
て
い
れ
ば
良
い

こ
と
で
、
今
な
お
続
く
事
は
嬉

し
い
。

　

エ
ピ
ソ
ー
ド　
四　

　
　

私
の
出
会
っ
た
人

　

私
の
家
の
都
合
か
ら
始
ま
っ

た
幾
回
か
の
単
独
行
の
中
で
、

出
会
っ
て
未
だ
強
く
心
の
隅
に

あ
る
人
の
思
い
出
を
幾
つ
か
書

い
て
み
た
い
。

　

一　

中
島　

喜
代
志
氏　

こ

の
人
は
国
鉄
土
合
駅
、
山
の
家

の
管
理
人
で
、
出
逢
っ
た
の
は

二
十
三
年
六
月
中
旬
で
あ
る
。

山
岳
図
書
館
で
知
っ
た
谷
川
岳

の
事
が
知
り
た
く
て
、
東
松
山

熊
谷
経
由
で
土
合
山
の
家
に

寄
っ
た
と
き
で
あ
る
。

　

小
屋
の
中
を
う
ろ
つ
く
中
学

三
年
の
私
に「
お
い
君
誰
と
来

た
の
か
ね
。」
と
、
優
し
い
声
で

あ
っ
た
が
、
後
ろ
め
た
く
心
細

い
私
は
震
え
る
声
で「
谷
川
岳

が
知
り
た
く
て
来
ま
し
た
。」と

答
え
た
が
、
装
具
は
古
道
具
屋

で
買
っ
た
四
本
爪
の
ア
イ
ゼ
ン

と
ま
が
い
物
様
の
さ
び
の
出
た

ピ
ッ
ケ
ル
だ
っ
た
。

　

で
も
、
は
っ
き
り
正
直
に
答

え
た
事
が
気
に
入
ら
れ
た
の
か

「
一
人
で
谷
川
へ
来
る
の
は
ま

だ
当
分
駄
目
だ
よ
。
今
日
は
奥

に
用
事
が
あ
る
。
午
後
三
時
頃

ま
で
で
良
い
の
な
ら
一
緒
に
歩

こ
う
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
旧

国
道
奥
に
あ
る
成
蹊
高
校
の

ヒ
ュ
ッ
テ
ま
で
案
内
し
て
く
れ

な
が
ら
、谷
川
岳
の
山
の
特
徴
、

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
若
者
の

遭
難（
墜
落
死
）の
事
、
一
の
倉

沢
、
幽
の
沢
、
堅
炭
岩
の
ぞ
き

等
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
途
中

遭
難
者
追
悼
の
プ
レ
ー
ト
に
頭

を
下
げ
往
復
し
た
。

　

二
年
後
、
従
兄
と
谷
川
岳
へ

登
っ
た
帰
途
、
山
の
家
は
少
し

変
わ
っ
た
も
の
の
中
島
さ
ん

は
覚
え
て
い
て
く
れ「
大
き
く

な
っ
た
な
」
と
肩
を
叩
い
て
く

れ
た
。

 

（
次
号
に
続
く
）

最初の山岳部バッジ
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島
崎
藤
村
と
川
越
、
こ
の
繋

が
り
は
皆
様
周
知
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
尾

崎
勝
美
氏（
高
十
一
回
）が「
武

蔵
野
ペ
ン
」に
二
十
回
以
上
に
わ

た
り
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
川

越
市
立
中
央
図
書
館
の
二
階
の

郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
揃
っ
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
一
読
を
。

　

藤
村
と
静
子
夫
人
が
加
藤

家
を
訪
れ
た
の
は
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）の
こ
と
。
当
時
、
加

藤
家
が
建
っ
て
い
た
の
は
、
現

在
の
新
富
町
一
丁
目（
旧
黒
門

町
）、
八
幡
通
り
沿
い
に
建
つ
川

越
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ズ
の
一
角
で

し
た
。
玄
関
脇
の
植
え
込
み
の

中
に
あ
る
石
柱
に「
島
崎
藤
村　

ゆ
か
り
の
地
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
買
い
物
や
散
策

の
つ
い
で
に
で
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

加
藤
医
院
の
建

物
は
、
こ
の
辺
り
の

地
主
さ
ん
の
隠
居
家

と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
離
れ
座
敷
に
始
ま

り
、
そ
の
後
、
二
回

ほ
ど
大
き
く
増
築
し

て
図
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
初
部
分
は
、
大

正
時
代
の
初
め
頃
建
て
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
図
の
中
央
部
に
あ

る
床
の
間
を
備
え
た
十
畳
間
の

ほ
か
、一・
二
間
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災

で
被
災
し
た
加
藤
家
が
、
郷
里

の
川
越
を
頼
り
、
移
り
住
ん
だ

の
が
こ
の
離
れ
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
医
院
を
開
業
す
る

た
め
、
大
増
築
を
し
ま
す
。
右

下
の
諸
室
で
す
。
外
観
は
、ピ
ン

ク
系
の
ペ
ン
キ
で
塗
ら
れ
た
洋

風
の
下
見
板
張
り
、
和
瓦
を
の

せ
た
か
わ
い
ら
し
い
建
物
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
の

部
分
は
左
右
対
称
。
中
央
に
玄

関
を
配
し
、
右
側
が
診
療
関
係

諸
室
。
左
側
が
待
ち
合
い
で
す
。

玄
関
を
入
っ
て
正
面
に
は
薬
局

が
あ
り
、
そ
こ
で
受

付
や
会
計
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
も
昔
も
、
町
の

お
医
者
さ
ん
で
は
玄

関
の
溜
ま
り
の
正
面

に
受
付
が
あ
り
ま
す

よ
ね
、
今
日
、
医
薬

分
業
が
制
度
化
さ

れ
薬
局
は
必
要
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
子
供
の
頃
、
医
者
に
行

く
と
受
付
の
小
窓
か
ら
覗
く
奥

に
は
、
な
に
や
ら
よ
く
わ
か
ら

な
い
小
瓶
が
大
量
に
並
ん
で
お

り
、興
味
津
々
で
し
た
。

　

北
側
に
は
、
先
生
な
ど
が
使

う
廊
下
が
回
っ
て
い
ま
す
。
廊

下
の
突
き
当
た
り
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
用
便
所
も
。

　

こ
れ
ら
と
軸
を
ず
ら
し
て
建

て
ら
れ
て
い
る
の
が
、
藤
村
が

義
母
の
み
き
に
送
っ
た
茶
室
で

す
。
な
ぜ
ず
れ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
奥
の
家
に
行
く
通
路
が

斜
め
に
横
切
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。

　

静
子
夫
人
の
姪
ご
さ
ん
か
ら

尾
崎
氏
が
聞
き
取
り
を
し
た
結

果
、
茶
室
の
増
築
は
昭
和
四
年

と
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
ま
す
。

　

茶
室
棟
は
二
間
か
ら
な
り
ま

す
。
炉
が
切
ら
れ
、
床
の
間
、
天

袋
と
違
い
棚
を
設
け
た
床
脇
か

ら
な
る
四
畳
半
と
、
控
え
の
間

の
六
畳
で
す
。
こ
の
二
部
屋
を

廊
下
が
Ｌ
字
に
囲
み
ま
す
。

　

こ
の
建
物
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
に
伴
い
解
体
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、加
藤

家
の
墓
所
が
あ
る
中
院
で
引
き

取
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
四
年

に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、

茶
室
と
し
て
の
使
い
勝
手
を
考

慮
し
て
間
取
り
の
一
部
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
、川
越
市

都
市
景
観
条
例
に
よ
る
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
不
染
亭
の
名
は
み
き

の
茶
人
と
し
て
の
雅
号
に
あ
や

か
り
、
藤
村
が
名
付
け
た
そ
う

で
す
。

　

調
査
は
解
体
直
前
の
緊
急
調

査
だ
っ
た
た
め
、
間
取
り
を
取

る
の
み
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

※
武
蔵
野
ペ
ン
第
七
一
号
を

参
考
に
し
ま
し
た
。

川
越
散
策
日
記

不
染
亭
（
ふ
せ
ん
て
い
）

加藤家旧宅の平面図（荒牧 澄多氏作図）
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第14号

高
五
十
七
回
の
児
玉
直
で

す
。
本
日
は
川
越
初
雁
会
の
総

会
記
念
講
演
と
い
う
こ
と
で

お
招
き
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
パ
ラ
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
て
ま
だ
七

年
あ
ま
り
で
す
が
、
思
い
も
か

け
ず
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
日
は
、
こ
れ
に
至

る
経
緯
を
、
な
ぜ
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
を
お
話
し
た
い
思
い
ま
す
。

競
技
に
つ
い
て

ま
ず
パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

と
は
ど
の
よ
う
な
競
技
な
の
か

を
ご
説
明
し
ま
す
。
ソ
リ
の
よ

う
な
も
の
に
乗
っ
て
ホ
ッ
ケ
ー

を
し
ま
す
。
Ｇ
Ｋ
を
含
め
六
対

六
で
勝
負
し
ま
す
が
、
Ｇ
Ｋ
を

除
く
五
人
は
Ｄ
Ｆ
が
二
人
、
Ｆ

Ｗ
が
三
人
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
選
手
交
代
は
ち
ょ
っ
と
特

殊
で
、
試
合
が
止
ま
っ
た
時
以

外
で
も
プ
レ
イ
中
に
い
つ
で
も

交
代
で
き
る
と
い
う
特
色
が

あ
り
ま
す
。
か
な
り
激
し
い
ス

ポ
ー
ツ
で
、
全
力
疾
走
す
る
と

す
ぐ
に
消
耗
す
る
の
で
、
一
、

二
分
く
ら
い
で
ど
ん
ど
ん
交
代

し
ま
す
。
競
技
時
間
は
各
ピ
リ

オ
ド
十
五
分
、
ピ
リ
オ
ド
間
に

十
五
分
休
憩
、
計
三
ピ
リ
オ
ド

で
多
く
の
得
点
を
取
っ
た
方
が

勝
ち
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

日
本
の
成
績

私
が
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
の
日
本
の
成
績
は
と
い
う

と
、二
〇
一
〇
年
バ
ン
ク
ー
バ
ー

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
銀
メ
ダ
ル

獲
得
、
二
〇
一
二
年
世
界
選
手

権
は
Ａ
プ
ー
ル
七
位
、二
〇
一
三

年
の
世
界
選
手
権
は
Ｂ
プ
ー

ル
二
位
、
二
〇
一
五
年
の
世
界

選
手
権
は
Ａ
プ
ー
ル
で
八
位

と
最
下
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
の
世
界
選
手
権
は

Ｂ
プ
ー
ル
で
二
位
。
こ
の
結
果
、

翌
二
〇
一
七
年
の
平
昌
最
終
予

選
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
最
終
予
選
で
二
位
と
な
っ

て
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

出
場
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

競
技
を
始
め
た
き
っ
か
け

私
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
る

前
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
小
、中
学
校
を
通
じ
て
バ
ス

発
行
人

会

長

岩
堀

弘
明

事
務
局
川
越
市
六
軒
町
一︲

三︲

十

題
字

吉
沢
翠
亭（
義
和
）

印
刷

㈱
櫻
井
印
刷
所

川
越
高
等
学
校
開
校
百
二
十

周
年
事
業
の
ロ
ゴ
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
︒

川越初雁会第八回総会開催される

初
心
者
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
道
の
り

講
師

児
玉

直
氏
（
高
五
十
七
回
）
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表

中
学
三
年
の
時
に
骨
肉
腫
を
患
い
︑片
足
切
断
︒二
〇
一
〇
年
か
ら
川
越
市
役
所
に
勤
務
︒

翌
年
か
ら
パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
︑昨
年
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
︒

平
成
三
〇
年
九
月
一
日
、
く
す

の
き
祭
と
同
日
、
川
越
氷
川
会
館

で
、
第
八
回
川
越
初
雁
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岩
堀
会
長
挨

拶
の
後
、
長
坂
議
長
の
進
行
で
、

平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
報
告
、

並
び
に
決
算
の
承
認
、
平
成
三
〇

年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
き
続
き
、
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
要
約
は
以
下
に
記
載

し
ま
す
。総

会
当
日
の
会
場
風
景

講
演
中
の
児
玉
氏

秋
の
散
策
会
築
地
界
隈
散
策

原
　
宗
康
（
高
四
十
一
回
）

築地本願寺にて

今
年
の
秋
季
散
策
会
は
、
そ

の
前
月
に
豊
洲
へ
移
転
が
行
わ

れ
た
築
地
場
外
界
隈
を
散
策
い

た
し
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
、
有
楽
町
線
で

川
越
を
出
発
し
た
一
行
は
、
ま

ず
新
富
町
駅
か
ら
築
地
本
願
寺

へ
向
か
い
ま
し
た
。
関
東
大
震

災
で
再
建
さ
れ
た
古
代
イ
ン
ド

様
式
の
本
堂
は
、
荘
厳
な
佇
ま

い
で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
参
拝
後
、
本
堂

を
見
学
し
た
一
行
は
、
こ
こ
で
二

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
別
行
動

と
な
り
ま
し
た
。

一
つ
は
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
を

見
学
す
る
コ
ー
ス
で
、
当
初
の

予
想
に
反
し
て
大
半
の
方
が
こ

ち
ら
を
選
び
、
秋
晴
れ

の
下
、
多
く
の
方
が
庭

園
の
見
学
を
含
む
往
復

コ
ー
ス
を
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

も
う
一
方
は
、
築
地

場
外
お
よ
び
歌
舞
伎

座
タ
ワ
ー
を
見
学
す
る

コ
ー
ス
で
、
移
転
後
の
場
外
は

客
足
が
遠
の
い
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
外
国
人
観
光
客

も
多
く
か
な
り
の
混
雑
ぶ
り
。

そ
の
後
歌
舞
伎
座
タ
ワ
ー
を
見

学
、
有
料
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、

公
演
中
の
舞
台
を
ち
ょ
っ
と
だ

け
覗
き
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
た
参
加
者
は
、
場
外
の
裏
路

地
に
あ
る
、社
長
が
マ
グ
ロ
の
初

セ
リ
で
話
題
の﹁
す
し
ざ
ん
ま
い

奥
の
院
﹂に
て
、
再
集
合
し
懇
親

会
が
ス
タ
ー
ト
。
場
外
の
喧
騒

か
ら
離
れ
、
料
亭
の
よ
う
な
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
自
慢

の
寿
司
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

当
日
は
若
手
の
初
参
加
の
会
員

も
お
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
打

ち
解
け
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

時
間
を
忘
れ
て
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。

第
十
四
回
初
雁
会
ゴ
ル
フ
大

会
に
て
運
よ
く
優
勝
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
運
営
に

い
つ
も
ご
尽
力
く
だ
さ
る
岩
堀

会
長
を
は
じ
め
、
運
営
責
任
者

の
松
本
寛
さ
ん
と
御
担
当
の
皆

様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
ぺ
リ
ア
で
の
順
位
に
恵
ま

れ
優
勝
で
き
ま
し
た
の
も
、
同

期
の
三
枝
さ
ん
、
磯
野
さ
ん
、
山

中
さ
ん
と
心
お
き
な
く
ゴ
ル
フ

を
楽
し
め
た
こ
と
が
運
を
呼
び

込
ん
で
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
出
来
る
限
り
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
三
〇
年
当
初
か
ら
二
月

に
一
回
、
時
代
小
説
家
・
藤
沢

周
平
の
読
書
サ
ロ
ン
を
、
奇
数

月
の
第
三
木
曜
日
、
午
後
三
時

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

発
端
は
川
越
初
雁
会
の
集
ま

り
で
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
の
増

え
た
岩
堀
さ
ん（
当
会
会
長
・

高
八
回
）に
、小
生
の
方
か
ら﹁
藤

沢
周
平
の
読
書
サ
ロ
ン
で
も
や

り
ま
せ
ん
か
﹂
と
お
声
掛
け
を

し
た
こ
と
で
し
た
。

会
場
は﹁
幸
す
し
﹂の
長
島
さ

ん（
高
十
三
回
）に
受
け
入
れ
て

も
ら
い
、
身
近
で
呼
び
掛
け
た

メ
ン
バ
ー
九
名
で
動
き
出
し
ま

し
た
。

こ
の
一
年
間
は﹁
三
屋
清
左

衛
門
残
日
録
﹂を
取
り
上
げ
、
毎

回
分
担
し
朗
読
し
て
き
ま
し
た
。

次
の
一
年
は﹁
蟬
し
ぐ
れ
﹂を
読

ん
で
い
き
ま
す
。

川
高
同
窓
の
よ
し
み
を
活
か

し
、
生
涯
学
習
マ
イ
ン
ド
も
忘

れ
ず
、
藤
沢
作
品
が
も
た
ら
す

癒
し
の
効
果
／
時
間
を
共
有
し

て
い
ま
す
。
宜
し
か
っ
た
ら
顔

を
出
し
ま
せ
ん
か
。

＊
参
加
費
／
三
千
五
百
円
、

運
営
諸
雑
費
と
食
事
代

第
十
四
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

優
勝
者

島
田
　

邦
生
（
高
十
二
回
）10月4日川越カントリークラブにおいて

藤
沢
周
平
読
書
サ
ロ
ン

圓
山
　

壽
和
（
高
十
七
回
）

声
を
出
し
て
読
ん
で
い
ま
す


